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＜連絡事項＞
・服薬自己管理進めて下さい。

・退院指示を頂く際にはIFオーダの残数も確認して下さい。

・保健師・助産師・看護師・准看護師業務従事者届の提出期限は12/27となっています。期限内に提出して下さい。

・受け持ちの退院支援状況の報告がまだのスタッフは家族連絡し、管理者へ報告して下さい。

・退院時要約等期限内に終了できてないものは早急に処理して下さい。

＜患者様連絡事項＞
・久保　興介様～母より青山荘体験利用の様子を確認する電話あり。特に変わりなく次回は1/15～1/16であることをお伝えしている。

＜要注目患者様＞	
[bookmark: _GoBack]・谷地　寿梨様～病棟プログラムの参加を迷う言動はあるが、拒否はなし。やや冴えない表情見られるも、対面時は笑顔あり。幻聴の訴えなし
・淵沢　和子様～病棟プログラム参加中は静穏に過ごされる。主治医診察時は自ら両下肢の浮腫を訴え、内服薬の調整を行っている。

＜小栁Dr.診察＞
・松川　順子様～「たまに具合悪くなってる」と自ら主治医に訴えている。不安感から来ていると思われるため、頓服薬で対応していくしかない事を説明。歯の不調訴え歯科受診の調整をすることとする。嘔気時トラベルミン、不穏時リスパダール処方となる。

・山谷　由香様～主治医の問いに「調子普通です」「苛々ちょっとする」と返答あり。希望で朝食のみ主食米飯に変更となっている。飲水量を控える対策は気分転換、テレビや新聞、音楽と話しているが実施出来ないと訴える。主治医より、コップ1杯飲水時は2時間空ける事、1/2杯で1時間と説明し、多飲水とならないために温湯を飲む対策を提案すると、大声で「常温がいい」と拒否。感情失禁、易怒的になり、イライラを訴え不穏時シクレスト錠服用する。診察後もクリスマス会参加せず自室で休んでいる。

・春山　知範様～ケア会議について、金銭管理が姉のままでとりあえずは退院に関する不安はないと話される。退院後も通院継続するよう主治医から説明を受けている。

・佐野　貢様～他患者様について真似する行為について主治医が確認するとそんなつもり
はないと言う。今後はそのような事はせずにすごすことを説明受けると静
かにに了承している。

・会津　慮子様～「少しは動ける」「長く座っている方が（右足）痛い」と訴え主治医の指示動作でも右足を上げることが出来ずにいる。歩行訓練を進めていくよう主治医より指示あり。

＜金Dr.診察＞
・飯豊　信雄様～指示・処方の変更なし。

・井上　和美様～指示・処方の変更なし。

・田村　満洲男様～指示・処方の変更なし。退院を進めていくよう指示あり。

＜柞木田Dr.診察＞
・和田　シュン様～主治医より、心肥大は内服薬にて改善されていたことを説明し、今後も胸痛時はニトロペン舌下錠0.3mg１Tを継続するよう説明している。ホルター心電図の検査結果は2週間後である事もお伝えしている。

・上村　みわ様～指示・処方の変更なし。

・船場　幸子様～指示・処方の変更なし。

・出河　攻様～指示・処方の変更なし。

・中居　敬悦様～1日3回軟便持続しており、ミヤBMの続服用を希望し、再処方となっている。その他指示・処方変更なし。

・淵沢　和子様～主治医に体調を聞かれると両下肢大腿部までの浮腫を訴える。漢方薬2種類の服用は拒否的なため現在服用中の桂枝加竜骨牡蛎湯中止とし、五苓散処方となっている。
